
 

最上川下流左岸地区 中央排水機場の稼働について 
 

国営最上川下流左岸地区で建設する６排水機場のうち

最下流部に位置する中央排水機場は、令和元～３年度に

土木・建築工事、令和２～４年度にポンプ設備工事、令和

３年度に除塵設備工事、令和４年度に周辺整備工事を行

ってきており、現在、旧機場の撤去工事を行っています。 

 

 

〇中央排水機場の概要 

排  水  量 11.2 ㎥/s 

揚 程 
全揚程 3.5ｍ 
実揚程 2.5ｍ 

排水機 
型 式 横軸斜流 
口 径 1,350 ㎜ 
台 数 3 台 

原動機 
型 式 発動機 
動 力 184kw 
台 数 3 台 

 

令和５年度からの本格稼働に先立ち、令和５年３月６～７日に総合試運転調整を行うとともに、３月８

日に管理委託先となる最上川土地改良区に対し操作説明会を開催しました。 

なお、中央排水機場については、令和５年３月 15 日に管理使用協定（始期は４月１日～）を締結し、

現在は土地改良区による適正管理が行われています。 

 令和５年５月８日、京田川の増水に伴い中央排水機場を

稼働しました。 

更新されたポンプ運転により速やかな排水が可能となり、

その効果は、改良区の広報（右参照）で紹介されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最上川下流左岸地区においては、管理使用済の毒蛇排水機

場、中央排水機場に加え、現在大和排水機場に係る工事が最

盛期を迎えています。更に令和５年 10 月に西野排水機場建

設工事に着手したところであり、令和６年度以降に生田排水

機場、二段割排水機場の改修工事に着手する予定で、令和

11 年度の事業完了に向け計画的に工事を進めています。 
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